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昭
和
の
戦
時
中
を
舞
台
と
す
る

作
品
は
、
今
は
歴
史
小
説
の
中
に

入
れ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
西
山
慶
尚
の
「
定
計
少
年
と

防
空
壕
」（「
海
峡
」
第
５２
号
）
が

戦
時
中
か
ら
敗
戦
直
後
ま
で
を
描

い
た
力
作
。
作
品
の
語
り
手
で
あ

る
西
田
定
計
は
、
愛
媛
県
の
中
筋

村
に
生
ま
れ
た
。
定
計
は
父
親
や

家
族
の
た
め
に
防
空
壕
を
掘
り
続

け
た
。
定
計
た
ち
の
誇
り
で
あ
っ

た
兄
の
義
美
は
戦
死
し
た
。
敗
戦

を
知
っ
た
定
計
は
「
兄
ち
ゃ
ん
の

仇
を
討
つ
こ
と
も
で
き
ん
よ
う
に

な
っ
た
し
、
一
生
懸
命
掘
っ
た
防

空
壕
も
何
の
役
に
も
立
た
な
ん

だ
」
と
気
落
ち
す
る
。
そ
れ
か
ら

七
十
九
年
が
経
ち
、「
防
空
壕
は
、

戦
後
一
時
期
椎
茸
栽
培
に
使
わ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
は
訪
れ
る
人

も
な
く
、今
は
雑
木
林
に
埋
も
れ
、

わ
ず
か
に
そ
の
名
残
を
留
め
て
い

る
に
し
か
過
ぎ
な
い
」
と
作
品
を

結
ぶ
。
戦
死
し
た
義
美
の
「
白
木

の
箱
の
中
に
は
、
義
美
の
階
級
と

氏
名
を
記
し
た
紙
切
れ
が
一
枚
入

っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
」
と
い
う

文
章
も
戦
争
の
空
し
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
さ
せ
る
。

本
多
和
代
の
小
説
「
下
駄
を
持

っ
て
」（「
長
崎
文
学
」
第
１
０
５

号
）
の
作
品
中
で
、
「
私
の
母
」

の
語
る
「
被
爆
当
時
の
事
」
は
読

ん
で
重
く
辛
い
も
の
が
あ
る
が
、

貴
重
な
記
録
と
い
え
る
。

昭
和
の
戦
争
関
係
作
品
が
登
場

し
た
の
で
、
〈
昭
和
〉
と
い
う
語

に
注
目
す
る
と
、
石
川
幸
雄
の

「
乙
女
と
な
り
て
」
と
題
す
る
短

歌
中
（
「
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ

晴
詠
」

第
１８
号
）
に
「
駅
前
の
昭
和
の
匂

う
喫
茶
店
一
軒
�
モ
ー
ル
�
に
生

姜
焼
き
食
う
」
と
い
う
歌
が
あ
り

「
昭
和
の
匂
う
」
と
い
う
表
現

に
、
〈
昭
和
〉
が
歴
史
の
世
界
に

入
っ
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
。

歴
史
・
時
代
小
説
で
は
、
奥
田

征
彦
の
「
花
の
六
文
銭
」（「
Ｖ
Ｉ

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
第
８
８
４
号
）
が
痛

快
な
作
品
。
真
田
昌
幸
・
信
繁
と

こ

か

わ

商
人
粉
川
屋
の
交
流
を
軸
と
し

て
、
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
が

〈
誠
〉
の
精
神
で
生
き
抜
い
て
行

く
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

随
想
で
は
、
金
山
嘉
城
の
「
原

典
へ
の
訪
れ
」（「
裸
人
」
第
３８
号
）

が
労
作
。
井
上
靖
の
「
孔
子
」
に

つ
い
て
の
鑑
賞
で
、
孔
子
・
子
路

の
記
述
が
印
象
的
。

詩
で
は
、
冨
士
芳
秀
の「
詩
遊
」

第
８３
号
掲
載
の
作
品
「
月
夜
に
青

い
鳥
を
刺
す
私
」・「
蓑
虫
の
泣
き

声
」
・
「
老
い
の
位
置
」
・
「
犬
」
・

「
そ
ら
そ
う
や
、
も
ち
ろ
ん
」
な

ど
、
い
ず
れ
も
作
者
の
心
優
し
さ

を
感
じ
る
作
品
。
四
十
数
年
前
に

竹
竿
で
刺
し
た
鳥
、
か
つ
て
殺
し

た
蓑
虫
、
友
だ
ち
に
な
っ
た
犬
、

そ
し
て
、
「
そ
ら
そ
う
や
、
も
ち

ろ
ん
」
と
い
う
母
の
言
い
草
が
、

今
、
自
分
が
使
う
言
葉
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
綴
る
。
「
老
い
の
位

置
」
は
五
十
年
来
の
友
人
と
酒
を

飲
ん
だ
が
、
「
二
人
と
も
い
い
ジ

ジ
イ
」
に
な
っ
て
い
て
、
「
一
生

懸
命
、
自
分
の
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ

た
が
、
お
互
い
耳
が
遠
く
て
ほ
と

ん
ど
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
深
い

老
い
の
闇
が
二
人
の
間
の
そ
れ
ぞ

れ
の
時
間
に
沈
ん
で
い
た
」
と
い

う
の
だ
が
、
老
愁
と
は
別
に
、
酒

を
酌
み
交
わ
す
至
福
の
光
景
が
目

に
浮
か
ぶ
。
平
易
な
表
現
も
心
に

響
い
た
。
近
藤
八
重
子
の「
時
代
」

（
「
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
」
第
１
１
９

号
）
は
「
戦
争
と
い
う
昭
和
時
代

が
あ
り
ま
し
て
／
平
成
と
い
う
時

代
も
／
地
震
大
国
日
本
が
怯
え
た

時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
／
令
和
と

い
う
時
代
の
幕
開
け
は
／
コ
ロ
ナ

菌
の
大
流
行
で
／
世
界
中
の
人
た

ち
か
ら
日
常
を
奪
っ
て
い
き
ま
し

た
／
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

は
／
民
主
主
義
の
歯
痒
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
／
令
和
六
年
の
正
月
元

旦
に
は
／
ま
た
も
石
川
県
能
登
半

島
の
大
地
震
／
い
つ
の
時
代
も
／

苦
難
・
困
難
の
魂
を
鍛
え
る
時
代

な
の
で
し
ょ
う
か
（
下
略
）」
と
、

近
年
の
激
動
を
よ
く
捉
え
た
作

品
。短

歌
で
は
、
小
野
憲
男
の
「
竹

叢
」
と
題
す
る
中
に
「
母
�
き
て

あ

や

三
年
の
春
。
生
れ
し
家
の

盛
り

の
花
の
雨
に
散
り
ゆ
く
」・「
春
た

た
け
む
ら

け
て
降
り
や
ま
ぬ
雨
に

竹
叢
も

に
び
い
ろ

山
な
か
の
駅
も
、
鈍
色
め
き
て
」

（
「
陸

Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」
第
３１
号
）

と
い
う
歌
語
展
開
の
見
事
さ
。

俳
句
で
は
、
末
永
無
茶
の
「
老

人
俳
句
日
記
（
十
一
）
」
（
「
長
崎

文
学
」
第
１
０
５
号
）
の
連
作
句

中
の
「
築
城
さ
ん
、
英
語
で
被
爆

を
語
る
記
事
。
被
爆
語
り
、
平
和

と
命
、
大
切
に
」
と
い
う
作
品
に

世
界
の
人
た
ち
の
本
心
が
示
さ
れ

て
い
る
と
思
っ
た
。

詩
誌
「
飛
火
野
」
が
創
刊
さ
れ

た
が
、
こ
の
雑
誌
の
同
号
は
大
倉

元
の
追
悼
号
で
も
あ
る
。
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
同
人
諸

氏
の
ご
健
筆
・
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
た
い
。
「
群
系
」
第
５２
号
が
永

野
悟
、
「
仙
台
文
学
」
第
１
０
４

号
が
牛
島
富
美
二
の
追
悼
号
（
含

訃
報
）
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た

い
。

（
文
中
、
敬
称
略
）

（
相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

▼
海
峡

〒
七
九
九
―
一
五
二
二

今
治
市
桜
井
四
の
二
の
一
八

藤
井
方

▼
群
系

〒
二
一
六
―
〇
〇
三
四

川
崎
市
宮
前
区
梶
ケ
谷
一
三
九

五
の
一
の
六
〇
一

荻
野
方
（
問

合
わ
せ
先
）

▼
コ
ー
ル
サ
ッ
ク

〒
一
七
三
―

〇
〇
〇
四

板
橋
区
板
橋
二
の
六

三
の
四
の
二
〇
九

コ
ー
ル
サ
ッ

ク
社

▼
詩
遊

〒
五
三
四
―
〇
〇
一
二

大
阪
市
都
島
区
御
幸
町
二
の
一

一
の
一
の
五
〇
六

詩
遊
社

冨

士
方

▼
晴
詠

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｅ
Ｉ

〒
一
七

五
―
〇
〇
八
二

板
橋
区
高
島
平

五
の
四
〇
の
九

石
川
方

▼
仙
台
文
学

〒
九
八
一
―
三
二

〇
二

仙
台
市
泉
区
北
高
森
一
五

の
二

仙
台
文
学
の
会

渡
辺
方

▼
飛
火
野

〒
六
三
〇
―
八
〇
四

四

奈
良
市
六
条
西
三
の
二
の
一

七

飛
火
野
の
会

吉
中
方

▼
長
崎
文
学

〒
八
五
〇
―
〇
〇

〇
七

長
崎
市
立
山
二
の
七
の
一

六

長
崎
文
学
の
会

末
永
方

▼
Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

〒
六
四
八
―

〇
二
一
一

和
歌
山
県
伊
都
郡
高

野
町
高
野
山
七
五
七

Ｖ
Ｉ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

田
寺
方

▼
裸
人

〒
九
三
三
―
〇
九
一
四

高
岡
市
小
馬
出
町
三
三

金
山

方▼
陸

Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

〒
一
二
一
―

〇
八
一
四

足
立
区
六
月
三
の
二

の
八
の
四
〇
二

吉
田
方

本
書
は
文
学
史
、
美
術
史
家
で

あ
る
イ
タ
リ
ア
人
、
マ
リ
オ
・
プ

ラ
ー
ツ
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
論
で
、

「
碩
学
の
旅
」
と
題
さ
れ
た
シ
リ

ー
ズ
の
５
冊
目
に
あ
た
る
。
こ
れ

ま
で
パ
リ
（
と
イ
タ
リ
ア
）
、
オ

リ
エ
ン
ト
、
ギ
リ
シ
ア
、
ウ
ィ
ー

ン
を
主
題
と
す
る
プ
ラ
ー
ツ
の
エ

ッ
セ
イ
集
が
邦
訳
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
端
に

位
置
す
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
（
副
題

と
な
っ
て
い
る
「
五
角
形
」
は
ス

ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
ン
ド

ラ
を
内
包
す
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
を

指
す
）
を
主
題
と
す
る
本
書
が
新

た
に
加
え
ら
れ
た
。
プ
ラ
ー
ツ
に

よ
る
ス
ペ
イ
ン
論
は
こ
の
一
冊
で

完
結
し
た
も
の
で
は
な
く
、
シ
リ

ー
ズ
第
６
巻
「
セ
ゴ
ビ
ア
の
奇

跡
」
が
刊
行
予
定
と
な
っ
て
い

る
。シ

リ
ー
ズ
に
収
録
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
は
紀
行
文
の
体
裁
を
と
り
な

が
ら
も
、
単
な
る
名
所
旧
跡
を
め

ぐ
る
紀
行
文
で
は
な
い
。
文
学
史

や
美
術
史
の
論
考
で
も
な
く
、
む

し
ろ
対
象
と
な
る
国
や
地
域
の
本

質
を
探
る
、
滋
味
あ
ふ
れ
る
文
化

論
と
な
っ
て
い
る
。本
書
も
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
の
文
学
史
や
美
術
史
の

解
説
書
と
し
て
読
む
と
肩
透
か
し

を
食
う
羽
目
に
な
る
だ
ろ
う
。
プ

ラ
ー
ツ
は
美
術
や
建
築
、
文
学
、

祭
り
な
ど
、
文
化
全
般
に
通
底
す

る
原
理
を
解
き
明
か
そ
う
と
す

る
。
広
く
深
い
教
養
に
裏
打
ち
さ

れ
た
多
彩
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
冗
舌

に
語
ら
れ
る
た
め
、
ふ
と
気
を
緩

め
る
と
簡
単
に
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

プ
ラ
ー
ツ
の
主
張
は
明
確
で
あ

り
、丹
念
に
読
み
進
め
て
い
く
と
、

ス
ペ
イ
ン
各
地
の
情
景
が
脳
裏
に

ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か
び
あ
が
っ
て
く

る
。
豊
富
に
差
し
込
ま
れ
た
写
真

も
、
縦
横
無
尽
に
飛
び
回
る
プ
ラ

ー
ツ
の
旅
へ
の
理
想
的
な
併
走
者

と
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

プ
ラ
ー
ツ
の
意
図
は
テ
オ
フ
ィ

ー
ル
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
『
ス
ペ
イ

ン
紀
行
』
や
メ
リ
メ
の
『
カ
ル
メ

ン
』
に
代
表
さ
れ
る
、
情
熱
的
で

粗
野
な
ス
ペ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
ふ
だ
ん
は

怠
惰
な
人
々
が
祝
祭
の
日
に
闘
牛

に
熱
狂
し
、
盗
賊
が
跋
扈
し
、
魅

惑
的
な
女
性
た
ち
が
フ
ラ
メ
ン
コ

を
舞
い
踊
る
。そ
ん
な
異
国
情
緒
、

ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
な
幻
想
に
ま
み

れ
た
ロ
マ
ン
主
義
的
な
ス
ペ
イ
ン

像
に
対
し
て
、
プ
ラ
ー
ツ
は
モ
ノ

ト
ー
ン
、
本
書
の
訳
語
を
借
り
れ

ば
「
変
わ
る
こ
と
の
な
い
単
一
」

を
対
置
さ
せ
る
。

プ
ラ
ー
ツ
に
よ
る
と
、
絢
爛
豪

華
な
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
で
す

ら
、
こ
う
し
た
単
調
さ
を
免
れ
て

い
な
い
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
蜂

の
巣
の
よ
う
な
ク
ー
ポ
ラ
の
装
飾

を
「
同
じ
幾
何
学
的
鋭
敏
さ
を
無

数
の
演
繹
的
結
論
に
増
殖
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。
直
感
力
で
は
見
た

目
に
優
美
に
感
じ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
注
意
深
い
判
断
力
を
騙
す

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
酷
評
す

る
。
そ
し
て
「
ス
ペ
イ
ン
人
が
発

明
し
た
あ
ら
ゆ
る
装
飾
方
法
は
、

ア
ラ
ブ
の
、
オ
リ
エ
ン
ト
の
伝
統

に
従
う
」
と
定
型
化
し
、
プ
ラ
テ

レ
ス
コ
様
式
も
細
部
の
洗
練
に
執

着
し
て
「
構
造
や
輪
郭
の
こ
と
は

な
に
も
考
え
て
い
な
い
」、「
未
熟

な
田
舎
者
の
技
芸
で
あ
る
」
と
一

刀
両
断
に
す
る
。
驚
く
こ
と
に
、

こ
う
し
た
見
解
は
サ
グ
ラ
ダ
・
フ

ァ
ミ
リ
ア
に
ま
で
適
用
さ
れ
る
。

プ
ラ
ー
ツ
の
見
解
で
は
「
ゴ
シ
ッ

ク
建
築
を
近
代
化
し
よ
う
と
試

み
、
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
か
ら
と
り
だ

し
た
構
造
的
モ
テ
ィ
ー
フ
を
装
飾

モ
テ
ィ
ー
フ
に
貶
め
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
こ
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
基
準

を
割
り
込
ま
せ
、
類
似
の
要
素
の

意
味
の
な
い
浪
費
に
身
を
委
ね
、

無
限
性
を
示
唆
す
る
大
仕
掛
け
の

た
め
に
部
分
ど
う
し
の
基
本
的
調

和
を
犠
牲
に
し
た
」
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
こ
で
は
、
ガ
ウ
デ

ィ
を
生
ん
だ
ス
ペ
イ
ン
北
東
部
の

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
が
短
期
間
の
う
ち

に
イ
ス
ラ
ム
の
支
配
か
ら
脱
し
た

た
め
、
こ
の
地
域
に
オ
リ
エ
ン
ト

的
な
要
素
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
一
顧

だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、

プ
ラ
ー
ツ
は
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
、
エ

ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
、
サ
グ
ラ
ダ

・
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
並
置
し
て
「
単

調
さ
を
介
し
て
示
さ
せ
る
永
続

性
」
を
備
え
た
「
同
じ
民
族
の
表

現
」
だ
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、

ス
ペ
イ
ン
各
地
の
多
様
性
に
は
、

ま
る
で
目
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い

の
だ
。

西
洋
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
と
東
洋

（
オ
リ
エ
ン
ト
）
を
対
置
さ
せ
る

二
項
図
式
は
２０
世
紀
後
半
、
エ
ド

ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
に
よ
っ
て
、

そ
の
差
別
的
な
構
造
を
告
発
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
も
の
の
、
ロ
マ
ン

主
義
的
な
幻
影
を
否
定
し
て
、
そ

の
代
わ
り
に
モ
ノ
ト
ー
ン
や
単
調

さ
を
ス
ペ
イ
ン
の
本
質
で
あ
る
と

主
張
す
る
プ
ラ
ー
ツ
の
見
解
も
ま

た
、
ロ
マ
ン
主
義
者
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
を
オ
リ
エ
ン
ト

の
側
に
配
置
し
て
し
ま
う
。
こ
れ

で
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

対
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
が
異
国
情
緒

を
�
き
た
て
る
国
で
あ
る
と
い
う

構
造
は
温
存
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
結
局
、
プ
ラ

ー
ツ
が
ス
ペ
イ
ン
に
魅
了
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し
て
の

私
の
不
安
な
精
神
は
、
多
様
さ
と

ド
ラ
マ
に
憧
れ
、
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ

と
ラ
・
カ
ル
ト
ゥ
ハ
の
夢
の
よ
う

な
単
調
さ
に
嫌
悪
を
も
よ
お
す
」

と
、
そ
の
嫌
悪
感
を
隠
す
こ
と
が

な
い
。

こ
こ
で
、
プ
ラ
ー
ツ
の
見
解
が

間
違
い
だ
と
否
定
し
た
い
訳
で
は

な
い
。
責
任
編
集
を
担
当
す
る
金

山
弘
昌
が
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
指
摘
す

る
よ
う
に
、
プ
ラ
ー
ツ
が
採
用
す

る
二
項
図
式
は
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の

『
美
術
史
の
基
礎
概
念
』
と
共
鳴

す
る
も
の
で
も
あ
る
。
画
蛇
添
足

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本

書
が
エ
ウ
ヘ
ニ
オ
・
ド
ー
ル
ス
の

『
プ
ラ
ド
美
術
館
の
三
時
間
』（
１

９
２
６
年
初
版
）
と
ま
っ
た
く
同

時
代
の
著
作
で
あ
る
こ
と
に
も
言

及
し
て
お
き
た
い
。
ド
ー
ル
ス
は

「
支
え
合
う
フ
ォ
ル
ム
」
の
古
典

主
義
と
「
飛
翔
す
る
フ
ォ
ル
ム
」

の
バ
ロ
ッ
ク
を
両
極
に
据
え
る
二

項
図
式
を
用
い
な
が
ら
、
プ
ラ
ド

美
術
館
の
収
蔵
品
を
分
類
、
解
説

し
て
み
せ
た
。
ド
ー
ル
ス
の
美
術

理
論
と
プ
ラ
ー
ツ
の
見
解
は
似
て

非
な
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
あ

る
い
は
や
は
り
、
ど
こ
か
で
同
じ

時
代
背
景
を
共
有
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
モ
ノ
ト
ー
ン
に
本
質
が

あ
る
と
主
張
す
る
プ
ラ
ー
ツ
の
ス

ペ
イ
ン
観
は
、
カ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ャ

の
乾
い
た
台
地
を
ス
ペ
イ
ン
の
原

風
景
と
す
る
「
９８
年
世
代
」
の
生

粋
主
義
に
ど
こ
と
な
く
似
通
っ
て

い
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
、
そ

れ
に
続
く
若
い
世
代
の
文
学
者
や

哲
学
者
た
ち
が
新
た
な
ス
ペ
イ
ン

像
を
模
索
し
て
い
た
時
期
に
執
筆

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
留

意
し
て
お
き
た
い
。
オ
ル
テ
ガ
の

『
無
脊
髄
の
ス
ペ
イ
ン
』
が
刊
行

さ
れ
た
の
が
１
９
２
１
年
、
『
芸

術
の
非
人
間
化
』
が
刊
行
さ
れ
た

の
が
１
９
２
５
年
だ
っ
た
。
原
著

の
刊
行
と
同
じ
時
代
、
当
の
ス
ペ

イ
ン
人
た
ち
が
論
じ
て
い
た
ス
ペ

イ
ン
論
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
は
、
や
は
り
第
６
巻
『
セ
ゴ

ビ
ア
の
奇
跡
』
が
刊
行
さ
れ
て
か

ら
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
次
巻
の
刊

行
が
待
ち
遠
し
い
。

（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

パブロ・ピカソの油彩画

《アヴィニョンの娘たち》

（１９０７）はキュビスムの幕

開けを告げるIconとして著

名で、今日では現代美術史

の教科書の扉を飾る。だが

人口に膾炙したこの「生成」

譚は穏当なのか？ そもそ

もこの作品が一般向けに公

開されたのは１９１６年の「秋

のサロン」。分析的キュビ

スムの代表作などはそれ以

前に夙に制作・公開されて

いた。本作が有名になるの

は漸く１９３９年にニューヨー

ク近代美術館MoMAに殿堂

入りして後のこと。英米圏

の美術書の表紙に本作が頻

出する理由の一班もここに

ある。開館当初のMoMAは

アフリカの仮面や彫像の特

別展示も企てていた。なか

ば結果論だが、《アヴィニ

ョンの娘たち》はこの企画

を正当化する権威付けにも

打って付けだった。

たしかに画面右手に描か

れた売春婦のひとりの顔に

は西アフリカの仮面の影響

を否定できまい。これには

アンドレ・マルローの証言

が残る。曰くこの作品は自

分の最初の悪魔祓いの絵

だ、とピカソが語ったとい

う逸話だ。ピカソはアフリ

カの呪物に悪魔祓いを施し

て西洋の美術館に相応しい

作品へと変身させた、とマ

ルローは解釈する。だが私

見では、西欧絵画を呪縛し

ていた美術教則こそが、ア

フリカの仮面の霊espritsに

触れて厄介払いされたは

ず。ここにはもはや画学校

合格に必須の写実的現実再

現も精密な素描下絵もな

く、線透視図法の消点も見

事に「消失」している。

「本質的キュビスム」の

「生成」過程も、教科書的

な通史の常識は、藝術家た

ちの制作現場の実態とは乖

離している。一方でアンド

レ・ドランやピカソがアフ

リカの彫像に関心を示し、

他方ではジョルジュ・ブラ

ックが１９０６年に没したセザ

ンヌに注目し、エスタック

で制作する。たしかにこの

両者の競合が「本質的キュ

ビスム」成立には不可欠だ

ろう。だがここに発生した

相乗は、論理的必然ではな

く、むしろ偶発的遭遇だっ

たはずだ。それをあたかも

必然であったかのように語

るためにも、事後になって

《アヴィニョンの娘たち》

が担ぎ出される必要があっ

た。

ペペ・カーメルも立証し

たとおり、本作に先行する

重要な《三人の女》はエル

ミタージュ美術館で革命後

久しく非公開。存在が判明

するのは戦後の１９５０年代。

パリの創作現場は、これら

の証拠物件が不在のまま、

それとは無縁に進行してい

たことになる。事後に召喚

された資料に基づく�及再

構成は、後知恵の歴史像捏

造に加担する恐れを孕む。

さらにアンリ・マティス

はブラックの「幾何学」の

過剰な人為性を批判する

が、これも私見では、マテ

ィス自身がモーリス・ドニ

から蒙っていた同様の批判

をブラックに転嫁するの

に、批評家ヴォークセルが

揶揄した「立方体」cubeが

誂え向きの表現だったか

ら。晩年のセザンヌは「球

と円筒と円錐」で自然を構

成せよとエミール・ベルナ

ールに説いたが、永井隆則

も指摘したとおり、ここに

「立方体」はない。本質的

キュビスムは、当初よりセ

ザンヌの教えからは逸脱し

ていた。黒田重太郎ととも

にアンドレ・ロートら経由

でその立体派を学習した土

田麦僊《舞妓林泉》（１９２４）

背後の南禅寺の庭は「球と

円筒と円錐」の忠実な実践

例。この思わぬ「本卦帰り」

は、欧米の研究者にも、い

ま少し積極的に喧伝しても

よいのでは？

論点をさらに「拡張」する

なら、そもそも舶来の西洋

流線透視図法の消点vanish-

ing pointを意図的に消滅・

「無効化」させたのが�飾

北斎の「三つ割の法」。そ

れを受けた国芳の《日本橋》

にはデ・キリコ張りの不可

思議な遠近法が登場し、フ

ァン・ゴッホの《タンギー

爺さん》は浮世絵版画に学

んだ複数空間の多元的・多

視点貼り合わせ。トゥール

ーズ・ロートレックの日本

趣味も《母アデルの肖像》

（１８９２）は、すでに世紀末

の分析的キュビスム！

敗戦後パリでロートに師

事した毛利まみが滞欧のた

めカトリック受洗したの

は、出身地広島・幟町教会。

その平和祈念聖堂は村野藤

吾設計で１９５４年に献堂。そ

の西正面浮彫りは武石弘三

郎模型を円鍔勝三と坂上政

克が制作したが、それもま

た立体派のロマネスク彫刻

だった。

＊国際シンポジウム「キュ

ビスム、美の革命��その

生成と拡張」京都市京セラ

美術館、２０２４年６月２２日に

基づく私見若干。併催の展

覧会図録La Révolution cub-

isteも参照されたい。

ぼ
く
ら
は

ど
こ
か
の

ま
ち
に
い
る
。

▼
ぼ
く
ら
に
で
き
な
い
こ
と
は

な
い

▼
エ
ー
ヴ
ァ
・
リ
ン
ド
ス
ト
ロ

ム

作
／
よ
こ
の
な
な
訳

帯
に
あ
る
訳
者
よ
こ
の
な
な

さ
ん
の
言
葉
の
な
か
に
「
読
む

た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
あ
り
ま
す

が
、
本
当
に
そ
の
と
お
り
で
す
。

物
語
を
追
っ
て
な
ん
と
な
く
絵

を
眺
め
て
頁
を
繰
っ
た
だ
け
で

は
見
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な

ん
と
多
い
こ
と
か
と
、
二
度
、

三
度
読
ん
で
い
く
と
痛
感
し
ま

す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
で
し

ょ
う
か
。
読
む
た
び
ま
す
ま
す

こ
の
絵
本
に
、
こ
の
ふ
た
り
の

兄
弟
に
魅
か
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
の
は
。
大
人
の
生
き
て
い
る

時
間
と
は
ま
っ
た
く
違
う
時
間

の
な
か
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
大
人
よ

り
も
本
質
を
、
本
当
の
こ
と
を

見
て
た
く
ま
し
く
日
々
を
生
き

て
い
ま
す
。
書
名
の
「
ぼ
く
ら

に
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
言
葉
が
い
つ
ま
で
も
反
響

し
つ
づ
け
て
残
り
ま
す
。
リ
ン

ド
グ
レ
ー
ン
記
念
文
学
賞
も
受

賞
し
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

絵
本
作
家
・
画
家
の
エ
ー
ヴ
ァ

・
リ
ン
ド
ス
ト
ロ
ム
さ
ん
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
数
十
冊
（
！
）

も
の
作
品
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ひ
と
の
手
が
け
た
絵
本
を

も
っ
と
読
ん
で
み
た
い
、
い
つ

か
翻
訳
刊
行
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
９
・
６

刊
、
Ａ
４
変
型
判
三
〇
頁
・
本

体
一
六
〇
〇
円
・
岩
波
書
店
）

世
界
各
地
の「
本
当
に
怖
い
歴
史
」が
満
載

▼
世
界
の
本
当
に
怖
い
話

怖

い
歴
史

上

▼
野
宮
麻
未
・
怖
い
話
研
究
会

著
、
ニ
イ
ル
セ
ン
・
カ
ワ
ズ

ミ
・
藤
井
昌
子

イ
ラ
ス
ト

▼
同

下

▼
野
宮
麻
未
・
怖
い
話
研
究
会

著
、
ニ
イ
ル
セ
ン
・
井
出
エ

ミ
・
藤
井
昌
子

イ
ラ
ス
ト

『
近
畿
地
方
の
あ
る
場
所
に

つ
い
て
』『
Ｎ
』『
あ
る
バ
イ
ト

を
募
集
し
て
い
ま
す
』
な
ど
、

人
気
の
ア
イ
ド
ル
が
主
演
で
映

画
化
さ
れ
た
り
し
た
わ
け
で
も

な
い
の
に
、
驚
く
ほ
ど
人
気
が

出
て
売
れ
て
い
る
ホ
ラ
ー
（
ゲ

ー
ム
も
）、
怖
い
話
、
マ
ン
ガ
、

小
説
が
あ
り
ま
す
。
出
版
業
界

内
で
も
「
不
思
議
な
現
象
」
と

い
わ
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。
長

か
っ
た
夏
の
盛
り
は
過
ぎ
た
よ

う
で
す
が
、
怖
い
話
の
人
気
は

ま
だ
ま
だ
過
ぎ
去
ら
な
い
よ
う

で
す
。
こ
の
重
厚
感
の
あ
る
上

下
巻
本
で
、
世
界
各
地
の
「
怖

い
歴
史
」
を
堪
能
し
ま
し
ょ

う
！

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に

始
ま
り
、
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

朝
鮮
半
島
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、

イ
ラ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
な

ど
、
そ
れ
ら
の
土
地
で
実
際
に

あ
っ
た
「
本
当
に
怖
い
歴
史
」

が
、
こ
れ
で
も
か
と
詰
め
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
向
け
の

総
ル
ビ
の
本
で
す
が
、
大
人
が

読
ん
で
も
楽
し
め
る
こ
と
間
違

い
な
し
、
で
す
。
（
９
月
刊
、

Ｂ
５
変
型
判
総
二
二
四
頁
・
本

体
各
三
五
〇
〇
円
・
理
論
社
）

は
て
し
な
い
お
金
の
不
思
議
な
世
界
へ

▼
世
界

お
金
の
大
図
鑑

�

と
秘
密

▼
ヴ
ィ
タ
リ
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ

ィ
ノ
フ

文
・
絵
／
青
柳
正
規

監
修
／
若
松
宣
子

訳

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
港
湾
都
市
オ

デ
ー
サ
に
生
ま
れ
、
現
在
は
ド

イ
ツ
在
住
の
世
界
的
な
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
・
漫
画
家
、
ヴ
ィ

タ
リ
・
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
フ

さ
ん
。
世
界
で
大
好
評
を
得
た

『
世
界

文
字
の
大
図
鑑
』
に

続
く
、
同
氏
の
「
世
界
」
シ
リ

ー
ズ
第
二
弾
の
登
場
で
す
。「
お

金
」
の
�
と
秘
密
に
迫
る
ビ
ジ

ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
は
、
お
金
に
ま

つ
わ
る
知
識
が
満
載
で
す
。「
お

金
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
は

古
来
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
続

く
�
で
す
。
人
び
と
は
お
金
に

困
り
、
お
金
に
迷
い
、
お
金
で

争
い
、
お
金
で
幸
せ
や
心
ま
で

買
お
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
は
人

を
支
配
す
る
道
具
で
も
あ
り
ま

す
。
文
字
と
と
も
に
、
人
間
の

誕
生
と
同
じ
こ
ろ
に
生
ま
れ
た

お
金
は
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
便

利
な
道
具
で
あ
る
と
と
も
に
恐

ろ
し
い
魔
物
で
も
あ
り
、
欲
望

と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に

あ
り
ま
す
。
お
金
が
な
け
れ
ば

世
界
は
動
か
ず
、
暮
ら
し
は
回

り
ま
せ
ん
、
贈
与
と
交
換
に
は

じ
ま
り
お
金
の
な
い
世
界
の
構

想
ま
で
、
は
て
し
な
い
お
金
の

不
思
議
な
世
界
へ
、
読
者
を
思

索
と
知
の
旅
へ
と
い
ざ
な
う
魅

力
に
満
ち
た
一
冊
。
（
９
・
６

刊
、
Ａ
４
変
型
判
八
〇
頁
・
本

体
二
九
〇
〇
円
・
西
村
書
店
）

稲
賀
繁
美

京
都
精
華
大
学
特
任
教
員
・

放
送
大
学
客
員
教
授

連
載
２５２

立
体
派（
キ
ュ
ビ
ス
ム
）革
命
と
は
何
だ
っ
た
の
か

�
�
京
セ
ラ
美
術
館
で
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら

「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
歴
史
像
」生
成
構
築
の
虚
妄
を
�
ぎ
、視
野
を
拡
張
す
る

思

考

の

隅

景


